
ＣＦＡ工法

ＣＦＡ（Cement Foamed Asphalt）工法は、

安定材としてセメントとフォームドアスファ

ルトを用いる路上路盤再生工法です。亀甲状

クラックが発生するなど老朽化したアスファ

ルト舗装の補修に用いられます。

図 1 CFA 工法の概念図

フォームドアスファルトは、加熱アスファ

ルトに微量の水を添加し、元のアスファルト

の体積の 10～20 倍にまで瞬間的に膨張させ

て生成する泡状のアスファルトです。フォー

ムド化されたアスファルトの粘性は大幅に減

少するため、常温で湿潤状態の骨材と混合す

ることが可能となります。

ＣＦＡ工法技術研究会

ＣＦＡ工法技術研究会は、ＣＦＡ工法の施

工技術の向上と普及とを目的に 1998 年に設

立されました。現在、施工機械を保有し自ら

施工する法人 5 社が加入しています。

研究会では配合設計法や施工の標準化につ

いて研究活動を行っています。2004 年発刊の

｢舗装再生便覧｣（日本道路協会）に「路上再

生セメント・フォームドアスファルト安定処

理」として研究会の研究成果が織り込まれま

した。

施工実績

ＣＦＡ工法の累計施工面積は、平成 18 年度

までで 440万㎡に達しています。平成 5 年か

らは、年間の施工面積が 40 万㎡前後で推移し

ています。
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図 2 CFA 工法の施工実績

ＣＦＡ工法の特長

一般的な補修工法である全断面打換え工法

と比較するとＣＦＡ工法は以下のような特長

を有しています。

① 舗装発生材が少ない

② 施工速度が速く、工期短縮が図れる

③ コスト縮減が図れる

路上路盤再生工法には、ＣＦＡ工法の他、

セメントのみを安定材とするセメント安定処

理、およびセメントとアスファルト乳剤を安

定材とするセメント・アスファルト乳剤安定

処理（ＣＡＥ）とがあります。

ＣＦＡ工法を用いて再生する路盤の等値換

算係数 anは 0.65 です。ＣＦＡ路盤は特にたわ

み性に優れひび割れが生じにくいことが特長

です。セメント安定処理路盤（an=0.50）と比

較すると、より耐久性の高い舗装を構築する

ことが可能となります（ＣＡＥ路盤は an=0.65

とＣＦＡ路盤と同等）。

舗装技術関連団体シリーズ(7)

本誌シリーズは、道路舗装に用いる特別な材料や工法に関する研究会・協議会等の団体

およびその技術内容を紹介するものです。今月号は、「ＣＦＡ工法技術研究会」です。
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ＣＦＡ工法は、余剰な水分を使用しないた

め含水比を高めることがなく強度発現までの

養生時間を必要としません。施工後直ちに交

通開放することが可能です。

なお、ＣＦＡ混合物のワーカビリティは良

好であり通常の粒状材料と同様に取り扱うこ

とができます。

施工機械

ＣＦＡ工法では、フォームドアスファルト

添加装置を持つスタビライザを使用します。

フォームドアスファルトは、混合装置内で連

続的に製造、散布されます（図 1 参照）。

アスファルトの供給は、通常スタビライザ

の前方にアスファルトローリを連結して行い

ます。アスファルトタンクを内蔵するスタビ

ライザもあり、このタイプはアスファルトタ

ンクにアスファルトローリから逐次供給を受

けることで、狭小箇所等をスタビライザ単独

で施工することができます。

整正、締固めには一般の路盤工法で使用す

る敷きならし機械、締固め機械を使用します。

図 3 フォームドスタビライザ

安定材の添加量

アスファルト量は、3.5～5.5%の範囲内で計

算式により算出します。既設路盤材が粒度調

整砕石と仮定してアスファルト量を算出する

と、処理厚が 20m（アスファルト舗装 5cm＋既設

粒状路盤材 15cm）では、アスファルト量は 4%

前後となります。

セメント量は、概ね 2～3%の範囲となるの

が一般的です。セメント量は、アスファルト

量に比例する傾向がみられます。

なお、配合設計の詳細については、「舗装調

査・試験法便覧」をご参照ください。

今後の活動について

既設アスファルト混合物の混入率は 50%

が上限とされています（舗装再生便覧）。

米国では、近年、同混入率 100%のＣＦ

Ａ混合物が用いられ、さらに、重交通路に

適用することが試みられています。一方で

フォームドアスファルト量、セメント量は

ともに日本よりも少なめとなっています。

施工機械の物理的制約もあり、米国技術

を直ちに導入することはできませんが、研

究会では混入率や配合方法について改め

て検討を進めています。
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